社団法人　千葉県社会福祉士会
平成23年度 第5回理事会議事録
1、 開催日時　平成23年10月1日（土）10：00～12：00
2、 場所　千葉県社会福祉センター4階会議室
3、 出席者　会長
　神山

副会長
　目黒
　　　　　　事務局長
　岡本
　　　　　　会員理事
　(ぱあとなあ千葉運営委員会）鈴木（勝）、吉田
(総務委員会）櫻井（絢）
(総合相談委員会）森池

(研修委員会)　染野
(独立型社会福祉士委員会)　川島
委任状提出理事
　鈴木(将)、五十嵐、櫻井（勉）、周藤、丸、
　　委任状提出会員外理事　西城、石川、池亀、川口、石塚
欠席代議員

　須田、小榑、平野、出羽

欠席監事

　君和田、林

4、 議題

（１）日本社会福祉士会支部長会議及び関東ブロック連絡協議会報告

（２）各委員会報告事項に対する質疑

（３）議事　1．選挙管理委員について

　　　　　2．法人後見業務監査委員について

　　　　　3．その他

（４）その他
5、 議事録
· 出席者及び資料の確認

· 岡本事務局長から定款33条により定足数に達しており、本理事会は成立すると報告あり。神山会長から挨拶、定款32条に基づき、神山会長が議長を務める。
· 議題

（1） 日本社会福祉士会支部長会議及び関東ブロック連絡協議会報告…神山会長より報告
· 9月10、11日開催。
· 連合体に向け、会員証の扱い、代議員数等についての検討要望あり・・・日本会にて検討委員会を立ち上げる。
· 本部災害支援状況・・・本会コーディネートの被災地支援派遣の協力について、引き続き都道府県社士会からも会員へ呼びかけてほしい。

· 基礎研修が3回になる（全15時間）・・・内容もボリュームをもたせなくてはいけない。研修内容、講師・スタッフ手配等開催に向け検討が必要。
· 基礎研修が3回になるにともなって、成年後見人養成研修の受講要件については支部長会議では説明はなかった。決定したら日本社会福祉士会ぱあとなあから報告があるのではないか。

· 11月に開催予定の生涯研修委員会リーダー研修にて明確になるかと思う。

· 埼玉県社会福祉士会が公益法人へ移行した。千葉も公益法人を目指すために事務局体制強化必要（埼玉は事務局員5名体制である）
· 社会福祉士実習指導者講習会は今年度で厚生労働省委託は終了、来年度以降の開催有無は都道府県判断となる
（２）委員会報告・・・資料参照。追加がある場合、発言をお願いする。
１．外部評価委員会公表部会より

・9月から少しずつ調査を開始しているが、10月から本格的に始動する。
・今年度で公表事業は終了してしまう予定だが、それに変わる来年度からの事業内容を検討いただきたい・・・事業が終了したあとも公表部会員が今後も何かしら会にかかわっていただければ、と考えている

・責任者会議で丸部会長から公表部会員へ上記についてお話いただいた、とのこと。

２．独立型社会福祉士委員会より
・9月14日千葉刑務所参観開催・・・参加した会員の方からとても有意義、勉強になった、との声。今後も継続をしていきたい。
3． 総合相談委員会より
· 高齢者虐待防止対策研修3日間開催終了。
・千葉県から「認知症の人と家族を支援するための専門職研修」事業実施の予定があるとお話し伺った・・・詳細は未定だが、今後事業委託の可能性がある。詳細が決定したら、三団体での受託の可能性も視野にいれ、あらためて理事会にはかる。
4． 総務委員会企画部会より

・地域集会を企画、とりまとめをしていただいている世話人の負担が大きくなっている。世話人のサポート体制強化のためエリア担当を配置した。
５．事務局報告より
・訪問介護フォーラムは毎年協賛依頼があったが、他団体の動向を見て、今年から後援での対応とする。
・県立船橋豊富高校福祉コースの講師依頼・・・研修委員会より講師検討中
・千葉県災害義援金寄付の報告・・・総会で決議された千葉県災害義援金を9月27日に現在の会員数1225名×1000円の1,222,500円を振り込みにて寄付。千葉県ホームページに団体名記載あり。社会福祉士会ホームページにも会員への報告として掲載する。
（３）議事
１．選挙管理委員について

・　選挙管理委員の選任ついて・・・2名欠員であったが、再公募により2名の応募あり。
· 再公募の2名の矢野明宏さん、高美修次さんの選挙管理委員の選任について承認を求める

→承認
2． 法人後見業務監査委員について
· 前回理事会で承認された小賀野晶一さん、越川文雄さんがやむを得ない事情により委員を辞退。三役で協議した結果、学識経験者を聖徳大学の須田仁さん、会員からは応募者の中から原田隆さんを選出した。
· 須田仁さん、原田隆さんの法人後見業務監査委員について承認を求める→承認
３．その他
・　負担金配分委員会準備会会議の報告　資料20、21ページ参照
· 「本会の資源」の範囲を明確にする・・・本会の資源とは「事務局資源を使用した場合」、「社会福祉士への苦情等で綱紀委員会に図られる可能性がある場合」のこと。具体的には、①ぱあとなあ名簿登録者、②会が推薦した講師や委員、③会が推薦はしていないが社会福祉士を条件とした委員等の三つであると考える。
· ③の場合は自己申告であり、会として追跡できないため条件にいれないほうがいいのではないか。

· ③ではなく、特例として「寄付」という扱いにしてはどうか。一般的な寄付ではなく、「配分金への使用」と目的を指定した「寄付」とすれば、納付しやすくなるのでは。
· 納入方法としては、郵便局払込票の通信欄に、「負担金」・「配分金指定寄付」と印刷し、どちらかに○をつけて納入していただくことにしてはどうか。（振込手数料は受取人払い用の払込票を使用）

· 負担金の使途は第5条の配分に全額充当することとする。

· 個人への費用弁償として充てることとする。

· 基金化した場合の会計処理について・・・例えばぱあとなあ委員会独自の基金化は、ぱあとなあが独立会計となっていないので難しいと思われるが、会としての配分金のみの別通帳を作り、使用しない配分金はそこへプールしておけばよいのではないか。（事前に委託会計士へ確認済み）

· 予算計上の仕方について・・・23年度予算で収入計上している。23年度中に納付された額について24年度中の配分（支出）とする。
